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道路交通にもたらす緊急地震速報の影響 
高速道路で緊急地震速報を受信したら 

千葉大学／丸山喜久・山崎文雄 

第4図 地震時の単独走行模擬実験に使用した

ドライビングシミュレータ 

第 9図 緊急地震速報の受信台数・ハザード

ランプの点灯率と事故率の関係 

第 5 図 連動した 2 台のドライビングシミュレータと緊急

地震速報の模擬実験に用いた走行コース 

第 6図 緊急地震速報の有無と被験者

の地震発生認識状況 

第 8 図 マルチエージェントシミュレーションに

  おける車両の配置状況と解析条件 
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第 7 図 緊急地震速報の有無と地震

時の被験者の行動 
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緊急地震速報の想定（2003年十勝沖地震）

緊急地震速報のシミュレーション緊急地震速報のシミュレーション

震源（震央）

K-NET大樹
付近の高速道路

約10秒

震央距離103km
最大加速度366.1cm/s2

計測震度5.95

速報の発信から
主要動到達までの
余裕時間を表す

後方車 前方車後方車 前方車

0(秒)  開始

20(秒)  速報開始

30(秒)  主要動到達

50(秒)  終了

通常走行

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

0 20 40 60 80 100
ハザードランプの点灯率 (%)

事
故

率
 (

%
)

速報受信台数0
速報受信台数1
速報受信台数2
速報受信台数3


